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・Investigation study: The acquisition process of calculation or concept of Math fraction for 
children in 1grade to 6 grade’s regular classes in a elementary school was cleared. 
・Case study: The effective intervention method depend on each unbalanced cognitive 
abilities for acquisition of Math fraction for two children who are in the different grade 
with Math learning disability was developed. 
・Case study: The interventions of Math depend on each unbalanced cognitive abilities to 
three children in elementary school, junior high school, high school, with math learning 
disabilities develop their self-effective sense. 
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る（1年生 31名、2年生 34名、3年生 49名、





























5 年生用（4 年生の問題も含まれる） 
⑮割合分数（分数の大小課題） 




















③ 指導を 2012 年 3 月分数の前段階の指導、





















（１）第 1 研究 
表２ 小学校 1，2，3年生の各問題の正答率 
問題番号 1. 2. 3. 4. 
1年生（31名） 0.87  0.97  0.90  0.58  
2年生（34名） 1.00  1.00  1.00  0.85  
3年生（49名） 0.94  0.92  0.88  0.86  
問題番号 5. 6. 7. 8. 
1年生（31名） 0.77  0.35  0.39  0.13  
2年生（34名） 0.94  0.76  0.56  0.35  
3年生（49名） 0.88  0.61  0.80  0.53  
問題番号 9. 10. 11. 
 
1年生（31名） 0.35  0.32  0.42  
 
2年生（34名） 0.79  0.71  0.68  
 






問題番号 1.① ② ③ 
4年生（41人） 0.98 0.95 0.83 
5年生(52人） 0.94 0.83 0.79 
6年生（45人） 0.96 0.85 0.91 
問題番号 2① ② 3.① 
4年生（41人） 0.95 0.76 0.88 
5年生(52人） 0.96 0.85 0.91 
6年生（45人） 1.00 0.91 0.90 
問題番号 ②  ③ ④ 
4年生（41人） 1.00 0.85 0.84 
5年生(52人） 0.98 0.85 0.76 
6年生（45人） 0.98 0.93 0.89 
問題番号 ④ⅰ ⅱ ⅲ 
4年生（41人） 0.37 0.24 0.56 
5年生(52人） 0.38 0.40 0.52 
6年生（45人） 0.61 0.48 0.78 
問題番号 4.① ② 5.① 
4年生（41人） 0.80 0.90 0.07 
5年生(52人） 0.87 0.79 0.56 
6年生（45人） 0.78 0.91 0.72 
問題番号 ② ③ ④ 
4年生（41人） 0.95 0.07 0.93 
5年生(52人） 0.98 0.65 0.90 
6年生（45人） 0.93 0.70 0.89 
問題番号 ⑤ ⑥ 6.① 
4年生（41人） 0.95 0.90 0.80 
5年生(52人） 0.85 0.90 0.88 
6年生（45人） 0.93 0.96 0.87 
問題番号 ② 7. 
4年生（41人） 0.95 ― 
5年生(52人） 0.96 0.79 
6年生（45人） 0.96 0.87 
問題番号 * 
  
4年生（41人） 0.88 0.39 0.63 
5年生(52人） 0.71 0.42 0.48 
6年生（45人） 0.89 0.61 0.70 
*4年生は No.7.､5.6年生は No.8. 
表４ 6年生のみの問題の正答率 
問題番号 9.①    ②    ③    
6年生（45人） 0.91  0.83  0.70  
問題番号 ④    ⑤    10.①    
6年生（45人） 0.63  0.63  0.89  
問題番号 ②    ③    ④  
6年生（45人） 0.72  0.91  0.93  
問題番号 ⑤     ⑥ ⑦ 
6年生（45人） 0.96  0.96  0.93  
問題番号 ⑧ ⑨ ⑩ 
6年生（45人） 0.91  0.91  0.98  
問題番号 ⑪ ⑫ 
 
6年生（45人） 0.91  0.87  
 
問題番号 11.①  ②  
 













（２）第 2 研究 
ADHD、左右障害、算数読み書き障害と診断



































































































表７ 事例 A､B の指導経過 
事例 A 前 1 ２ ３ ４ 
  
簡単な分数 73 80 100 100 
   
分数と小数・整
数の関係 
40 100 100 
    
等しい分数 80 100 100 
    
約分：同分母の
足し算 








0 60 100 100 
   
通分：異分母の
引き算 
0 80 100 100 
   
分数のかけ算 25 80 100 100 
   
分数の割り算 0 100 100 
    
事例 B 前 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
簡単な分数 40 100 100 
    
分母と分子 40 100 40 100 100 
  
分数の足し算 50 80 80 100 100 
  
分数の引き算 100 60 80 100 100 
  
等しい分数 0 100 0 100 0 
10
0  





（３）第 3 研究 
学習障害のある事例 A（小 6:FSIQ99）、事
例 B（中 3:FSIQ110）、ADHD不注意優勢型の事








表８ 事例 Aの指導経過 
事例 A 指導内容 1回 2回 3回 
指導１期 分数 0 0 ― 
指導１期１か月後 60 100 ― 
指導 2期 異分母分数 0 80 100 
指導 2期１か月後 100 100 100 
指導 3期 分数の割り算 100 100 ― 
指導 3期１か月後 100 100 ― 
表９ 事例 Bの指導経過 




0 0 20 20 60 100 
１期１か月後 80 80 60 100 100 ― 
2期 一次関数 0 20 40 80 100 ― 
2期１か月後 100 80 60 80 60 ― 
3期 反比例 20 40 100 40 100 100 
3期１か月後 100 100 100 100 100 100 
表 10 事例 Cの指導経過 
事例 C 内容 1 2 3 4 5 6 
１期 極限 60 40 100 100 ― ― 
１期１か月後 60 60 80 100 100 ― 
1期 確率 80 60 80 100 80 ― 




20 60 80 100 100 ― 




0 0 20 60 100 100 
3期１か月後 100 100 100 100 100 100 




表 11 各事例の指導期における会話内容 














指導１期 2 0 4 2 1 4 
指導２期 3 0 3 2 2 3 
指導３期 2 0 6 0 5 1 










表 12 学芸大式学習意欲尺度の結果 
事例 A 促進傾向 抑制傾向 
指導 1期 59 42 
指導 2期 62 47 
指導 3期 70 38 
小学生平均 65.9 34.2 
事例 B 促進傾向 抑制傾向 
指導 1期 47 37 
指導 2期 55 44 
指導 3期 65 36 
中学生平均 62.4 37.3 
事例 C 促進傾向 抑制傾向 
指導 1期 57 48 
指導 2期 59 47 
指導 3期 60 41 
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